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平成 19年 3月期中間期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 
  最近の業績の動向等を踏まえて、平成 18 年５月 24 日の決算発表時に公表しました平成 19 年３月
期中間期の業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせします。 
 

記 
 
１．平成 19 年３月期中間業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 18 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 
【 個   別 】 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想（ Ａ ） １０，８００ ３００ ２００ 
今 回 修 正 予 想（ Ｂ ） １１，９７０ ３７５ １９０ 
増 減 額（Ｂ－Ａ） １，１７０ ７５ △１０ 
増 減 率（ ％ ） ＋１０．８ ＋２５．０   △５．０ 

（ご参考） 
前中間期(平成18年3月期中間)実績 １１，１５８ ３８１ ２８５ 

 
２．平成 19 年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 18 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 
【 連   結 】 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想（ Ａ ） １２，０００ ６００ ４５０ 
今 回 修 正 予 想（ Ｂ ） １３，２４０ ７８５ ６００ 
増 減 額（Ｂ－Ａ） １，２４０ １８５ １５０ 
増 減 率（ ％ ） ＋１０．３ ＋３０．８ ＋３３．３ 

（ご参考） 
前中間期(平成18年3月期中間)実績 １２，１８７ ８６９ ６７２ 

 
３．中間業績修正の理由 
  （個別） 
 売上高は、高支持力杭及び工事売上の増加、高付加価値の大径ヒューム管及び輸入建材製品の売
上が好調に推移したことから、前回公表数値を１１億７０百万円上回る１１９億７０百万円となる
見込みであります。損益面においては、原材料の値上がりによる粗利益率の低下はありましたもの
の、営業利益は２億４千万円となり、経常利益は前回公表数値を７５百万円上回る３億７５百万円
となる見込みであります。中間純利益は、繰延税金資産の見直しに伴う税金費用の増加により前回
公表数値を１０百万円下回る１億９０百万円となる見込みであります。 

  （連結） 
 売上高は、単体の増収により前回公表数値を１２億４０百万円上回る１３２億４０百万円を見込
んでおります。損益面においては、単体の増益に加え、海外子会社の業績改善により経常利益は前
回公表数値を１億８５百万円上回る７億８５百万円、中間純利益は前回公表数値を１億５０百万円
上回る６億円となる見込みであります。 
 
 なお、通期の業績予想につきましては、現時点おいて平成 18 年５月 24 日公表からの変更はあり
ません。 
 
（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいたものであり、潜在的なリスクや不
確実な要因が含まれております。その為、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があ
ります。 

                                          以 上 


